
告

示 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
七
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
四
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ベ
ル
ク
富
士
見
関
沢
店 

 
 

 

埼
玉
県
富
士
見
市
関
沢
一
丁
目
七
番
九
号 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

 
 

⑴ 

駐
車
場
で
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
間
違
え
て
の
事
故
が
多
い
こ
と
か
ら
、
歩
行

者
が
い
る
場
所
（
構
内
通
路
及
び
公
道
）
に
車
両
が
逸
脱
し
な
い
よ
う
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

や
縁
石
で
十
分
に
防
護
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑵ 

県
道
二
百
六
十
六
号
は
狭
い
の
で
、
自
転
車
来
店
者
に
は
、
極
力
、
東
武
東
上
線
の
側

道
（
市
道
）
等
を
利
用
す
る
よ
う
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑶ 

帰
宅
困
難
者
は
、
県
道
二
百
六
十
六
号
や
東
武
東
上
線
の
側
道
（
市
道
）
を
通
行
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
「
災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
の
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
、
入
店
経
路
・
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
及
び
ト
イ
レ
周
辺
は
非

常
用
電
源
に
よ
る
照
明
を
備
え
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑷ 

自
転
車
来
店
者
に
は
、
駐
輪
場
に
看
板
を
設
置
し
て
安
全
上
必
要
な
事
項
を
啓
発
し
て

く
だ
さ
い
。
盗
難
防
止
の
た
め
の
施
錠
、
か
ご
に
荷
物
を
放
置
す
る
こ
と
の
危
険
性
、
ひ

っ
た
く
り
防
止
の
カ
バ
ー
の
装
着
、
傘
差
し
運
転
の
禁
止
な
ど
、
自
転
車
来
店
者
に
は
特

に
必
要
な
事
項
が
あ
る
の
で
。 

 
 

⑸ 

店
舗
内
外
の
照
明
が
、
県
道
二
百
六
十
六
号
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
眩
し
く
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
当
該
県
道
は
、
カ
ー
ブ
し
て
い
る
坂
道
で
あ
り
、
路
外
の
照

明
が
車
両
の
運
転
者
の
視
界
に
入
り
、
運
転
に
危
険
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
四
月
八
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
五
月
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

 


